
路面電車・LRT整備と沿線開発の一体的な取組に関する調査
～富山市・宇都宮市の事例に着目して～ PRILIT 国土交通政策研究所

• 我が国のインフラシステム海外展開を図るに当たり、TOD（公共交通指向
型都市開発）や沿線開発等の公共交通整備を踏まえた都市開発の技術は、
我が国における付加価値を創造するノウハウとして着目されている。

• TODや沿線開発に着目し、海外事例との比較検討のため、近年軌道が整備
された富山市・宇都宮市を対象に、軌道整備とそれと一体となった沿線開
発の取組の経緯や実態を公開文献及びインタビューにより調査した。

両事例から、以下の点が確認できた。

• 行政が策定する計画の対象とする範囲は二段階存在し、
都市全域を対象として公共交通と沿線開発の方針を示す
計画と、新設路線の沿線において具体的に駅や停留場と
開発方針の関係を示す計画が策定されていた点。

• 人口40～50万人程度の中規模都市において、行政主導に
より新規軌道路線の整備とその沿線開発が一体で行われ
た両事例では、取組の結果として、相対的に沿線の地価
の上昇や人口が増加している点。

調査結果

背景と目的

▲ライトラインの様子（宇都宮市）

▲ポートラムの様子（富山市）


